
　

県
建
設
業
協
会
土
木
委
員
会

は
27
日
、
大
分
市
内
で
県
土
木

建
築
部
建
設
政
策
課
な
ど
と
の

意
見
交
換
会
を
開
い
た
。
協
会

か
ら
担
当
副
会
長
の
井
原
昭
文

副
会
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
渡

辺
隆
次
副
会
長
を
は
じ
め
、
各

委
員
な
ど
が
出
席
。
施
工
時
期

の
平
準
化
と
適
正
な
工
期
設

定
、
書
類
の
簡
素
化
な
ど
８
項

目
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

大
庭
浩
司
土
木
委
員
長
が

「
災
害
か
ら
の
復
旧
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
県

も
設
計
や
発
注
な
ど
、
可
能
な

限
り
私
た
ち
に
相
談
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
建
設
業
協
会

は
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て
、

発
注
者
と
一
緒
に
活
動
を
し
て

い
く
」、
建
設
政
策
課
長
の
島

津
惠
造
参
事
監

が
災
害
対
応
な

ど
に
感
謝
を
述

べ
、
「
災
害
査

定
は
４
割
程
度

終
え
た
が
、
12

月
ま
で
か
か

る
。
年
明
け
か
ら
年
度
末
ま

で
、
あ
る
程
度
の
工
事
を
発
注

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
協
力

を
お
願
い
す
る
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
。

　

委
員
会
側
か
ら
、
①
施
工
時

期
の
平
準
化
と
適
正
な
工
期
設

定
②
書
類
の
簡
素
化
③
実
態
に

即
し
た
設
計
積
算
④
円
滑
な
工

事
着
手
⑤
設
計
業
務
等
の
委
託

成
果
品
⑥
工
事
成
績
評
定
点
⑦

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
推
進
⑧
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
（
谷

積
）
の
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
布

積
）
化
―
の
８
項
目
に
つ
い
て

要
望
し
、
県
か
ら
の
回
答
な
ど

も
含
め
、
お
互
い
に
意
見
を
交

わ
し
た
。

　

要
望
事
項
の
詳
細
は
次
の
通

り
。

　

①
担
い
手
不
足
も
平
準
化
が
進

め
ば
、
年
間
を
通
し
た
労
働
力
の

均
一
化
が
進
み
、
改
善
で
き
る
と

期
待
し
て
い
る
。
若
者
の
入
職
の

た
め
、
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
な
ど
の

余
裕
工
期
制
度
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
な
が
ら
、
週
休
２
日
が
確
保

で
き
る
適
正
な
工
期
設
定
が
不
可

欠
　

②
創
意
工
夫
の
現
場
で
実
施
し

た
項
目
は
、
報
告
書
を
提
出
し
な

い
と
評
価
さ
れ
な
い
の
か
。
材
料

で
特
殊
性
の
な
い
も
の
は
、
材
料

業
者
の
事
務
作
業
も
増
え
る
の

で
、
材
料
承
認
の
手
続
き
（
掲
示

な
ど
）
を
あ
る
程
度
省
略
で
き
な

い
か

　

③
実
態
と
設
計
内
容
が
合
っ
て

い
な
い
た
め
、
当
初
予
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
作
業
や
経
費
が
生

じ
、
受
注
者
の
負
担
が
増
す
事
案

が
発
生
し
て
い
る
。
現
場
を
踏
査

し
た
十
分
な
事
前
調
査
の
徹
底
と

現
場
条
件
に
合
っ
た
設
計
や
単
価

設
定
を

　

④
支
障
物
件
が
あ
る
た
め
着
工

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
電
柱
な

ど
は
移
設
に
３
ヵ
月
程
度
要
す
る

こ
と
も
あ
り
、
構
造
物
の
施
工
が

で
き
な
い
場
合
や
、
全
体
工
程
に

影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
事
前

に
調
整
や
確
認
を
確
実
に
行
い
、

円
滑
に
工
事
着
手
が
で
き
る
発
注

を
。
ま
た
、
電
柱
の
移
設
な
ど
仕

様
書
の
現
場
条
件
の
中
に
移
設
の

時
期
な
ど
を
明
記
し
、
期
日
ま
で

執
行
で
き
な
い
場
合
は
工
事
中
止

な
ど
の
措
置
を

　

⑤
設
計
委
託
業
務
の
成
果
品
の

質
が
、
公
共
工
事
の
品
質
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い
。
設
計
不
備
が

施
工
段
階
で
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
工
事
の
品
質
低
下
、
予
定
外

の
経
費
や
日
数
が
発
生
す
る
。
改

正
品
確
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
三

者
会
議
の
積
極
的
な
活
用
や
第
三

者
に
よ
る
妥
当
性
確
認
、
設
計
段

階
か
ら
の
施
工
業
者
と
の
連
携
な

ど
、
設
計
委
託
品
の
品
質
確
保
を

　

⑥
出
来
形
管
理
な
ど
で
、
延
長

が
短
く
測
点
数
が
少
な
い
現
場

は
、
管
理
点
数
を
満
た
さ
な
い
た

め
、
管
理
点
数
が
多
い
現
場
と
差

が
出
る
。
ま
た
、
工
種
に
よ
っ
て

ス
タ
ー
ト
が
異
な
る
た
め
、
工
種

間
の
不
公
平
が
生
じ
る
。
工
種
や

現
場
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
時
点
で

差
が
出
な
い
よ
う
、
工
事
成
績
評

定
点
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
再
考

を
　

⑦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
推
進
は
極
め

て
重
要
と
考
え
る
が
、
初
期
投
資

が
大
き
い
こ
と
や
専
門
技
術
を
持

つ
人
材
不
足
の
観
点
か
ら
、
普
及

は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
県
と
し

て
も
、
ど
の
時
期
に
ど
の
レ
ベ
ル

ま
で
到
達
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
う
い
う
手

段
や
プ
ロ
セ
ス
で
普
及
さ
せ
て
い

く
の
か
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
示
し
て
ほ
し
い

　

⑧
石
工
が
高
齢
化
の
た
め
不
足

し
、
災
害
多
発
で
河
川
工
事
な
ど

が
集
中
す
る
中
、
協
会
の
各
支
部

か
ら
も
強
い
要
望
案
件
。
通
常
工

事
を
含
め
、
さ
ら
な
る
要
件
緩
和

に
つ
い
て
検
討
を
。
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（
大
嶋
）

大庭委員長があいさつ

大分建設新聞社
2020年10月29日掲載

さ
ら
な
る
平
準
化
を

大
建
協 

土
木
委
が
８
項
目
を
要
望
県と意見交換


